
ハンドハイジーン研究会
のご案内
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ハンドハイジーン研究会の活動について
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1. 実践活動の支援
2. 共同研究・調査の実施
3. セミナーの開催
4. ベストプラクティスマニュアルの改善/アップデート
5. 関連文献・情報の収集および提供
6. 出版物の刊行
7. その他，本会の目的を達成するために必要な事業



組織図
（※敬称略）
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ハンドハイジーン研究会

会 員

運営委員会 委員長： 堀 賢
運営委員： 吉田 理香 藤田 烈

アドバイザー：CNIC 菱田 好恵 森野 誠子

賛助会員：テルモ株式会社
ゴージョージャパン株式会社

事務局



研究会に入るメリット
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• 手指衛生遵守率向上のためのベストプラクティスマニュアルへのアクセ
スが可能になり、マニュアルに基づいた手指衛生遵守率向上に向けた
取り組みを自主的・効率的・効果的に実施することができます。

• 様々なツールや情報へのアクセスが可能になります。
• 経験豊かな講師陣からアドバイスを得ることができます。
• 年に2回の相談会や、研究会主催の活動（セミナー等）に参加す
ることができます。

• 経験豊富なエキスパートによるリモート指導が受けられます。



研究会ウェブサイト１
～ベストプラクティスマニュアル活用法～
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手指衛生遵守率向上のための
ベストプラクティスマニュア

• 手指衛生遵守率向上のPDCAを
まわすためのツール集が使用で
きます。

• PlanからActionまで、必要な
ステップや考慮事項、自動計算
ツールを収載しています。



• 現状把握
• 手指消毒剤の使用量・手洗い回数
• 目標値の設定
• 直接観察の集計・グラフ表示

• Plan: APICの実践ガイドから、Planに必要な考慮事項を掲載しています
のでプランニングの参考になります。

• Do: アクションの進捗状況の確認に使用できる表を掲載しています。
• Check: 実施状況の結果を測定するための自動計算･グラフ化ツールを

• Act:
使って常に現状をチェックできます。
自施設の傾向を「右肩上がり」「心電図型」「アレスト型」など
分析し活用できる改善ポイントを掲載しています。

• Ｑ＆Ａ︓よくある質問についても回答を掲載しています。

必要事項を入力するだけで自
動計算し、自動的にグラフ化
できます。

研究会ウェブサイト２
～ベストプラクティスマニュアル活用法～
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直接観察のためのツール
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手指衛生観察アプリ F-momentsの特徴

このような施設にお勧めです
• 「直接観察での集計業務が負担だ」
• 「病棟毎の課題を確認したい」
• 「病棟へのフィードバックがタイムリーに出来ていない」
• 「5つの場面の長期的トレンドを確認したい」

即時にグラフ化できるので、
即時にフィードバックする
ことが可能です︕
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手指衛生観察アプリ F-momentsの特徴

タイミングごとの長期トレン
ドが確認できます。

レーダーグラフは棒グラフと違い、
過去1年分の場面ごとの改善の推移
がわかります。

 遵守目標の設定が可能です。
 CSVデータをメール添付してパソコンに送ることが出来ます。
 iPadに加えAndroid版®もあります。

10



研究会会員の具体的な活動

現状報告の提出

相談会への参加

成果提出

これらの活動を通して1－3年かけて、
自主的な手指衛生の改善活動を実践できます。
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年間予定 （2023年度）



年間スケジュール

 相談会への参加は、原則的に「現状報告」の提出をした施設を対象
に行います。

 参加施設への配慮のため、報告をされない施設の入場はご遠慮頂く
場合があります。（運営委員会が特別に許可した場合を除く）
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現状報告・成果報告の提出について
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• 現状報告のための提出︓
• 提出用フォーマット︓ウェブサイト、会員専用ページから
ダウンロードしてください。

• 提出︓期日までに会員専用ページから提出をお願いします。

• フィードバック（評価やアドバイスなど）︓
• 登録されているメールアドレスに個別にフィードバックを
します。

• 相談会において、直接フィードバックをします。



相談会について
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• 年に2回、運営委員やアドバイザーから直接アドバイスを受け
られる相談会を開催します。

• 参加資格：現状報告を提出した施設（原則）
（運営委員会が特別に許可した場合を除く）

※PDCAを活用するため、年に1度は現状報告を提出し、 相談
会に参加しましょう！



表彰について
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• 表彰︓会員専用ウェブサイトに表彰者が公開されます。

• 表彰者の取組みは、会員専用ページから閲覧可能です。



さぁ︕
あなたもいっしょに
頑張りましょう︕
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